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鉄塩の熱分解による酸化鉄（Fe2O3）の粒子形態の研究

高田　利夫

粉体および粉末冶金 4 (1958) 120-138.

「鉄塩の熱分解による酸化鉄（Fe2O3）の粒子形態の研究」に寄せて
 京都大学化学研究所
 島川　祐一

高田 利夫先生は，1946年に京都帝国大学理学部を卒業後，直ぐに副手として研究生活にはい
られ，1963年に京都大学化学研究所教授に就任された．1986年 5月～1990年 5月の間，粉体粉
末冶金協会の会長を務められた．粉体および粉末冶金に関して多くの顕著な功績を挙げられ，本
協会の発展にも多大な貢献をされた．
本論文は，先生の研究初期の主要テーマであった固相反応に関するものであり，酸化鉄

（Fe2O3）の合成条件と粒子形態に関しての詳細が報告されている．特にX線回折と電子顕微鏡観
察によって明らかにされた粒子形態の解明は，まさに現代の「ナノ材料」研究といえるものであ
り，その先見の明には驚かされる．実は，この論文が掲載された「粉体および粉末冶金」第 4巻
4号には 6編の論文が掲載されているのだが，全て高田先生の論文である（5報が単著で 1報は
共著の第一著者）．本論文はその中の一つであり，他の 5報で発表されている成果と併せて，陶
磁器の赤絵の科学的な解明につながり，また酸化鉄の工業的量産化の基礎となったものである．
高田先生は，この論文で発表された成果を中心とする酸化物微粒子の生成の研究によって本協会
研究功績賞を受賞され，またこの後に展開された磁性酸化鉄粉末の研究と併せて京都新聞社文化
賞を授賞されている．
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